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去
る
２
月
９
日
、
当
所
と
株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
佐
野
支
店
（
永
沼
智
佳
支
店
長
）

は
、「
事
業
承
継
支
援
に
関
す
る
覚
書
」
を
締
結
し
た
。

本
事
業
は
、
当
所
の
会
員
事
業
所
の
中
か
ら
「
後
継
者
が
不
在
の
た
め
に
事
業
を
譲
り
渡
し

た
い
」
等
の
ニ
ー
ズ
を
堀
り
起
こ
し
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
が
全
国
組
織
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機

能
を
活
用
し
て
「
事
業
拡
大
や
創
業
等
に
向
け
て
事
業
を
譲
り
受
け
た
い
」
相
手
先
を
紹
介
す

る
も
の
。

近
年
、
人
口
減
少
や
産
業
構
造
の
変
化
に
伴
い
、
深
刻
な
後
継
者
不
足
と
い
う
課
題
に
直
面

し
て
お
り
、
当
所
管
内
に
お
い
て
も
、
後
継
者
不
足
に
よ
る
廃
業
が
年
々
増
加
し
て
い
る
。

今
回
の
覚
書
締
結
を
機
に
、
日
本
政
策
金
融
公
庫
と
事
業
承
継
の
情
報
共
有
、
マ
ッ
チ
ン

グ
、
資
金
調
達
な
ど
連
携
を
図
り
、
こ
れ
ら
の
取
り
組

み
が
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
。

当
所
で
は
、
計
画
的
な
事
業
承
継
の
た
め
に
、
準
備

段
階
か
ら
計
画
的
な
伴
走
型
の
支
援
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
（
３
Ｐ
に
関
連
記
事
掲
載
）。
事
業
承
継
を
お
考

え
の
方
は
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

桜
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
「
日
本
の
さ
く
ら
名
所
100
選
」

に
も
選
定
さ
れ
て
い
る
太
平
山
に
は
、
多
く
の
見
ど
こ
ろ
が

あ
り
、
山
麓
か
ら
続
く
遊
覧
道
路
約
２
㎞
に
わ
た
り
桜
並
木

が
続
く
。
山
頂
付
近
の
謙
信
平
で
は
関
東
平
野
が
一
望
で

き
、
澄
み
切
っ
た
晴
天
の
日
に
は
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
や
富

士
山
を
眺
め
る
こ
と
も
で
き
る
。
ま
た
、
太
平
山
の
ふ
も
と

太
山
寺
で
は
、
樹
齢
370
年
の
し
だ
れ
桜
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
。桜

ま
つ
り
期
間
中
は
、
交
通
の
円
滑
を
図
る
た
め
、
栃
木

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
先
か
ら
山
頂
を
経
て
、
六
角
堂
入
口
ま

で
を
一
方
通
行
と
す
る
交
通

規
制
が
行
わ
れ
る
。

ま
た
、
消
毒
液
の
設
置
、

来
場
者
へ
基
本
的
な
感
染
対

策
の
ご
協
力
の
お
願
い
等
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
引
き
続
き
配
慮
し

た
上
で
開
催
さ
れ
る
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

（
一
社
）
栃
木
市
観
光
協
会

℡
25
‐
２
３
５
６

３
月
31
日(

金)

～
４
月
９
日(

日)

【
連
携
内
容
】

①
事
業
承
継
支
援
に
関
す
る
情
報
提
供

②
事
業
承
継
支
援
に
資
す
る
、
双
方
向
の
事
業
者

　

等
の
紹
介

③
事
業
承
継
支
援
に
関
す
る
相
談
へ
の
対
応

④
事
業
承
継
支
援
に
係
る
ノ
ウ
ハ
ウ
に
関
す
る
情

　

報
交
換

⑤
事
業
承
継
支
援
に
資
す
る
融
資
の
推
進

⑥
そ
の
他
事
業
承
継
支
援
に
寄
与
す
る
事
項

今月のtopics
３
Ｐ　
　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
株
式
会
社

　
　
　
　
　

ホ
ワ
イ
ト
企
業
ラ
ン
キ
ン
グ
第
１
位
選
出

　
　
　
　

事
業
承
継
支
援
事
例
紹
介

　
　
　
　

記
帳
代
行
サ
ー
ビ
ス
の
ご
案
内

４
Ｐ　
　

火
災
共
済
の
お
知
ら
せ
、
新
入
会
員
紹
介

５
Ｐ　
　

企
業
サ
ポ
ー
ト
情
報

チ
ラ
シ　

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
セ
ミ
ナ
ー

桜のトンネル　昨年の様子

事
業
承
継
対
策
の
推
進
に
向
け

日
本
政
策
金
融
公
庫
と
の

「
事
業
承
継
支
援
に
関
す
る
覚
書
」
を
締
結

太
平
山
桜
ま
つ
り
開
催
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令和４年度後期は、前期に引き続き、会員皆様のご支援ご協力のもと、創立130周年を記念する各種事業を実施した。
また、任期満了に伴う議員改選が行われ、古き良きものを守りつつ、新たなイノベーションを目指す『令和ルネサン

ス』をテーマに、11月1日より荒金会頭２期目となる第34期新執行体制がスタートした。

記念式典

まつり開催風景

参加者による記念撮影

11
月
11
日
か
ら
13
日
ま

で
の
３
日
間
、
平
成
30
年
以

来
、
４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
る

と
ち
ぎ
秋
ま
つ
り
が
開
催
さ

れ
、
蔵
の
街
大
通
り
を
中
心
に

絢
爛
豪
華
な
人
形
山
車
が
巡
行

し
、
延
べ
23
万
人
の
市
民
や
観

光
客
で
賑
わ
い
を
み
せ
た
。

今
回
は
、
当
会
議
所
創
立

130
周
年
記
念
の
他
、
嘉
右
衛
門

町
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
選
定
10
周
年
と
、
渡
良
瀬

遊
水
地
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地

登
録
10
周
年
、
滝
川
市
友
好
親

善
都
市
盟
約
締
結
40
周
年
の
記

念
事
業
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。

11
日
は
子
ど
も
山
車
ま
つ

り
が
行
わ
れ
、
12
日
・
13
日
の

本
ま
つ
り
で
は
、
山
車
の
勢
ぞ

ろ
い
や
、
複
数
の
山
車
の
お
囃

子
が
共
演
す
る
「
ぶ
っ
つ
け
」

が
賑
わ
い
を
み
せ
た
。

11
月
16
日
、
創
立
130
周
年

記
念 

会
員
旅
行
「
日
帰
り

バ
ス
ツ
ア
ー
」
を
開
催
し
、

51
名
が
参
加
し
た
。

当
日
は
、
紅
葉
が
残
る

「
日
光
東
照
宮
」
を
最
初
に

見
学
。
担
当
か
ら
説
明
を
受

け
な
が
ら
宮
内
を
見
学
し
、

徳
川
将
軍
着
座
の
間
で
ご
祈

祷
し
た
。

そ
の
後
、
中
禅
寺
湖
畔
の

「
ザ
・
リ
ッ
ツ
・
カ
ー
ル
ト

ン
日
光
」
に
移
動
し
、
彩
り

豊
か
な
昼
食
と
、
寛
ぎ
の
時

間
を
過
ご
し
た
。

最
後
に
「
荒
牧
り
ん
ご

園
」
で
り
ん
ご
狩
り
を
楽
し

ん
だ
。

こ
の
日
は
天
気
に
も
恵
ま

れ
、
栃
木
県
の
魅
力
を
改
め

て
知
る
大
変
有
意
義
な
一
日

と
な
っ
た
。

創立130周年記念
令和４年とちぎ秋まつりを開催

創立130周年記念
会員旅行 日帰りバスツアーを開催

臨時議員総会

＊令和４年度　主な事業実施状況（２）＊

第34期 役員・議員決定

10
月
末
の
任
期
満
了
に
伴

う
議
員
改
選
が
行
わ
れ
、
第

34
期
議
員
70
名
が
決
定
し

た
。
こ
れ
に
伴
い
、
11
月
１

日
、
新
議
員
に
よ
る
臨
時
議

員
総
会
が
開
催
さ
れ
、
会

頭
・
副
会
頭
・
専
務
理
事
・

常
議
員
・
監
事
等
の
役
員
が

選
任
さ
れ
た
。

第
34
期
会
頭
に
は
、
荒
金

憲
一
氏
が
、
副
会
頭
に
は
、

若
菜
秀
夫
氏
、
小
野
口
美
治

氏
、
膝
附
武
男
氏
が
再
任
さ

れ
、
新
た
に
佐
山
謙
三
氏
が

選
任
さ
れ
た
。
ま
た
、
常
議

員
に
は
、
伏
木
昌
人
氏
、
福

田
昌
弘
氏
、
平
野
和
正
氏
、

横
地
克
孝
氏
が
新
た
に
選
任

さ
れ
た
他
、
監
事
に
は
、
藤

沼
康
雄
氏
、
嶋
田
完
治
氏
、

田
邉
勇
輝
氏
が
再
任
さ
れ
た
。

日本商工会議所青年部
第42回 関東ブロック大会「蔵の街とちぎ大会」を開催

10
月
14
日
・
15
日
の
２
日
間
、

当
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
主
管
と
な
り
日
本

商
工
会
議
所
青
年
部 

第
42
回 

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会 

「
蔵
の
街
と

ち
ぎ
大
会
」を
開
催
し
た
。

大
会
に
は
、関
東
ブ
ロ
ッ
ク
内

（
静
岡
・
群
馬
・
埼
玉
・
茨
城
・

千
葉
・
神
奈
川
・
山
梨
・
東
京
・
栃

木
）の
Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
が
参
加

し
た
。

14
日
は
、関
東
ブ
ロ
ッ
ク
Ｙ
Ｅ

Ｇ
諸
会
議
・
定
時
総
会
・
会
長
会

議
等
が
開
催
さ
れ
た
。

15
日
は
、福
田
栃
木
県
知
事
、

大
川
栃
木
市
長
を
は
じ
め
と
す

る
ご
来
賓
の
ご
臨
席
と
、多
く
の

Ｙ
Ｅ
Ｇ
メ
ン
バ
ー
の
出
席
の
も
と

記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
た
。そ
の

後
、分
科
会
や
物
産
展
、大
懇
親

会
が
開
催
さ
れ
、２
日
間
の
大
会

が
盛
会
の
う
ち
に
幕
を
閉
じ
た
。
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去
る
２
月
24
日
、「
就
活
交
流
会
」（
主
催 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
㈱
、
共
催 
栃
木
市
・
栃
木
商
工
会
議
所
・
栃
木
市
商
工
経

済
団
体
連
絡
協
議
会
）
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
交
流
会
は
、
採
用
を
検
討
し
て
い
る
地
元
企
業
に
興

味
が
あ
る
学
生
に
「
出
会
い
の
場
」
を
提
供
し
、
就
職
活
動

の
現
状
・
問
題
点
に
つ
い
て
相

互
理
解
を
深
め
、
企
業
の
人
材

確
保
と
学
生
の
進
路
実
現
に
よ

り
地
元
経
済
の
安
定
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。

交
流
会
は
、
企
業
16
社
と
求

職
者
76
名
が
参
加
し
、
求
職
者

は
そ
れ
ぞ
れ
が
希
望
す
る
企
業

ル
ー
ム
に
積
極
的
に
参
加
し
た
。

毎
月
第
２
・
第
４
火
曜
日
19
時
～
19
時
55
分
放
送
の
Ｆ
Ｍ
く
ら

ら
８
５
７
「
い
つ
も
元
気
に
会
議
所
ラ
ジ
オ
」
で
は
、
自
店
や
自

社
製
品
の
Ｐ
Ｒ
を
し
た
い
、
新
規

顧
客
を
獲
得
し
た
い
等
、
ラ
ジ
オ

を
通
じ
て
情
報
を
発
信
し
た
い
会

員
事
業
者
の
出
演
を
募
集
し
て
お

り
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
ぜ
ひ
、
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
費
用
は
無
料
。

【
申
し
込
み
先
】

管
理
課

Ｆ
Ｍ
く
ら
ら
８
５
７
出
演
係

℡
23
‐
３
１
３
１

Ｆ
Ｍ
く
ら
ら
８
５
７

い
つ
も
元
気
に
会
議
所
ラ
ジ
オ

�

出
演
者
募
集
中

当
所
で
は
、
帳
簿
の
記
入
・
年
末
調
整
・
決
算
・
申
告
の

手
続
き
な
ど
の
お
手
伝
い
を
し
て
お
り
ま
す
。

新
し
く
ご
商
売
を
始
め
ら
れ
る
方
や
、
記
帳
方
法
が
よ
く

分
か
ら
な
い
と
い
う
方
を
対
象
に
、
１
年
間
を
通
し
て
個
別

に
サ
ポ
ー
ト
致
し
ま
す
。

※
も
ち
ろ
ん
秘
密
は
厳
守
！

【
申
込
対
象
】

個
人
事
業
者
で
税
理
士
の
支
援
を

受
け
て
い
な
い
方

【
費
用
】

取
引
件
数
や
手
続
き
の
内
容
等
に

よ
り
変
動

【
問
い
合
わ
せ
先
】

中
小
企
業
相
談
所

℡
23
‐
３
１
３
１

経
理
処
理
・
決
算
で
お
困
り
の
方
へ

経
理
処
理
・
決
算
で
お
困
り
の
方
へ

就

活

交

流

会

を

開

催

非
営
利
一
般
社
団
法
人 

安
全
衛
生
優
良
企
業
マ
ー
ク

推
進
機
構
（
Ｓ
Ｈ
Ｅ
Ｍ
）
が
２
０
２
３
年
２
月
に
更
新
し

た
「
ホ
ワ
イ
ト
企
業
ラ
ン
キ
ン
グ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
100
」
に
お
い
て
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
株
式
会
社
（
樋
ノ
口
町
43
‐
５
）
が
全
国

１
９
，
０
０
０
社
の
中
か
ら
第
１
位
に
選
出
さ
れ
た
。

ラ
ン
キ
ン
グ
は
、
国
が
認
定
す
る
「
ホ
ワ
イ
ト
企
業
マ
ー

ク
」
の
取
得
数
に
基
づ
き
、
特
に
優
れ
た
職
場
環
境
を
提
供

し
て
い
る
企
業
を
選
出
し
順
位
付
け
し
て
い
る
。

同
社
で
は
、「
社
員
満
足
な
く
し
て
顧
客
感
動
な
し
」
の

考
え
方
の
も
と
働
き
方
改
革
に
着
手
し
、
女
性
活
躍
推
進
、

男
性
の
育
休
取
得
推
進
、
残
業
の
削
減
等
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
中
で
も
有
給
休
暇
の
取
得
推
進
で
は
、
事
由
に
関
係
な

く
「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
た
め
に
休
む
こ
と
」
を
推
奨
し
、
平

均
有
給
取
得
率
89
％
と
い
う
高
い
取
得
率
を
マ
ー
ク
し
て
い
る
。

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
株
式
会
社

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
株
式
会
社

　

ホ
ワ
イ
ト
企
業
ラ
ン
キ
ン
グ
第
１
位
に

　

ホ
ワ
イ
ト
企
業
ラ
ン
キ
ン
グ
第
１
位
に
!!!!

㈱
ス
チ
レ
ン
化
工
は
朽
木
一

男
氏
が
創
業
・
設
立
し
た
会
社

で
、
業
歴
31
年
を
超
え
る
発
泡

ス
チ
ロ
ー
ル
メ
ー
カ
ー
で
す
。

後
継
者
で
あ
る
大
介
氏
は
入
社

し
て
13
年
、
父
で
あ
る
一
男
氏

の
背
中
を
追
い
か
け
、
経
営

面
・
営
業
面
・
技
術
面
に
て
研

鑽
を
積
ん
で
き
ま
し
た
。
同
時

に
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ
こ
と
を

し
て
い
る
だ
け
で
は
会
社
の
未

来
は
厳
し
い
と
危
機
感
を
抱
く

よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。
一
男

氏
と
話
し
合
う
も
の
の
意
見
は

食
い
違
い
、
そ
の
悩
み
を
当
所

へ
打
ち
明
け
、
栃
木
県
事
業
承

継
・
引
継
ぎ
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

支
援
を
仰
ぎ
ま
し
た
。

大
介
氏
か
ら
伝
え
ら
れ
た
課

題
は
「
新
た
な
販
路
の
開
拓
に

よ
り
得
意
先
を
増
や
し
た
い
。」

「
細
か
な
ニ
ー
ズ
を
す
く
い
上

げ
、
新
た
な
製
品
を
開
発
し
た

い
。」「
事
業
用
資
産
が
複
数
の

個
人
名
義
と
な
っ
て
い
る
た
め

集
約
し
た
い
。」
と
い
う
も
の
で

し
た
。

後
日
、
家
族
会
議
を
開
催
し

た
と
こ
ろ
、
一
男
氏
と
大
介
氏

の
意
見
に
齟
齬
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
複
数
回
の
会
議

を
通
じ
内
容
を
整
理
し
て
み
る

と
、
互
い
に
目
指
す
方
向
は
同

じ
で
あ
り
、
プ
ロ
セ
ス
に
違
い

が
あ
っ
た
だ
け
で
し
た
。
方
向

性
が
一
緒
で
あ
る
と
認
識
し
て

か
ら
は
円
滑
に
話
が
進
み
、
具

体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
落
と

し
込
み
な
が
ら
事
業
承
継
計
画

を
ま
と
め
上
げ
、
互
い
の
合
意

を
得
る
に
至
り
ま
し
た
。
経
営

者
と
後
継
者
が
同
じ
方
向
を
向

い
て
未
来
に
進
ん
で
い
く
、
そ

ん
な
姿
が
目
に
浮
か
ん
で
来
る

よ
う
で
し
た
。

《
栃
木
県
事
業
承
継
・
引
継
ぎ

支
援
セ
ン
タ
ー 

渡
辺
貴
史 

著
》

事
業
承
継
支
援
事
例
紹
介

「
家
族
会
議
の
ス
ス
メ
」

　

親
子
で
あ
っ
て
も
『
ほ
ん
の
少

し
の
ボ
タ
ン
の
掛
け
違
い
』
で
大

き
な
問
題
に
発
展
し
、
当
人
た
ち

で
は
解
決
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
少
し
で
も
事
業
承
継
に
不

安
を
覚
え
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
ま

ず
は
当
所
ま
で
遠
慮
な
く
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

～ 

事
業
承
継
に
つ
い
て

　
　

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
～

Zoomを利用した就活交流会
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新 規 会 員 募 集 ！
　当所では、新規会員を募集しております。会社のこと、お店のことなど、様々なご相談をお受けいたします。
会員皆様には、経営に関することでお困りの方がいらっしゃいましたらご紹介ください。

税務・融資・経営に関する様々なご相談！
○事業継承・経営計画書を作成したい
○新たな顧客を開拓したい
○確定申告・資金繰りのご相談 等

ご商売に役立つビジネスネットワークを！
○青年経営者会
○女性経営者会
○部会

各種 会員特典をご用意しています！
○貸会議室は通常料金から20％割引（営利以外）
○会員限定WEBセミナー
○業務災害保険、休業補償等 会員専用保険

事業主様・従業員様の福利厚生サポート！
○うずま共済・退職金制度
○特別価格での健康診断（うずま共済１年以上加入に限ります）
○労働保険事務組合による事務代行（建設業等を除く） 等

　旧栃木市内で営業されている商工業の方の他、事業を行う団体（組合、病院、学校等）、個人の方（弁護士、税理士等）も

ご加入いただけます。

入会手続き：窓口にて随時承ります。
年　会　費：個人6,000円から / 法人は、資本金割と従業員数割の合計口数

問い合わせ先
管理課　℡ 0282-23-3131

ご
入
会
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

●
ユ
ー
シ
ン

　
（
清
掃
業
）

　

代
表 

石
川 

友
之

　

大
宮
町
１
５
１
５ 

　

Ｋ
Ｓ
２
０
２

　

℡
０
８
０
‐
５
０
２
４
‐
１
５
０
７

●
Ｊ
Ｂ
Ｃ 

Ｄ
ｅ
ｖ
ｅ
ｌ
ｏ
ｐ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
㈱

　
（
労
働
者
派
遣
事
業
）

　
代
表
取
締
役 

ラ
マ 

ユ
バ
ラ
ジ

　

境
町
22
‐
26

　

℡
25
‐
７
２
４
４

●
㈱
パ
ス
ト
リ
ー
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ

　
（
和
菓
子
の
卸
業
）

　

代
表
取
締
役 

増
山 

剛

　

薗
部
町
３
‐
２
‐
19

　

℡
51
‐
６
１
８
０

●
㈱
オ
チ
カ
イ
・
テ
ク
ノ
ス

　
（
解
体
工
事
業
）

　

代
表
取
締
役 
落
合 

正
幸

　

都
賀
町
平
川
８
２
１
‐
１

　

℡
27
‐
６
０
２
７

●
㈲
Ｖ
ｅ
ａ
ｕ
ｔ
ｅ 

Ｅ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
ａ
ｌ

　
（
美
容
と
健
康
の
製
品
）

　

代
表
取
締
役 

渡
邊 

美
代
子

　

川
原
田
町
１
６
４
５
‐
１

　

℡
０
８
０
‐
８
７
２
１
‐
８
４
０
７

●
㈱
光
和
運
輸

　
（
一
般
貨
物
運
送
業
）

　

代
表
取
締
役 

早
乙
女 

光
晴

　

宮
町
２
０
４

　

℡
31
‐
３
３
２
０

新
入
会
員
紹
介

【
敬
称
略
】

【
ご
加
入
に
つ
い
て
の
ご
案
内
】

●
ご
加
入
の
資
格

　

出
資
金
（
１
口
１
，
０
０
０
円
）
を
払
込
ん
で
組
合
資
格
を
得
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
共
済
の
対
象

　

建
物
お
よ
び
そ
の
内
に
収
容
さ
れ
て
い
る
動
産
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
注
意
点

　

他
の
火
災
保
険
（
共
済
）
に
重
複
契
約
が
あ
る
場
合
、
支
払
い
額
は
調
整
さ
れ
る
こ
と
が
あ

　

り
ま
す
。
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
加
入
申
込
先
】 

中
小
企
業
相
談
所　

℡
23
‐
３
１
３
１

火
災
共
済
ご
案
内
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期
日
前
投
票　
　

※
一
部
投
票
所
を
除
く

　

４
月
１
日
（
土
）～
８
日
（
土
）

有
権
者
の
皆
さ
ん
、
必
ず
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

栃
木
県
選
挙
管
理
委
員
会

４
月
９
日
（
日
）
は

栃
木
県
議
会
議
員
選
挙
の
投
票
日
で
す

日
商
検
定
実
施
報
告

商工会議所検定試験

第227回日商珠算（そろばん）検定
試験日　2023年2月12日㈰

受験者数 合格者数 合格率
１級 12 2 16.7％
２級 10 3 30％
３級 11 4 36.4％
４級 5 4 80％
５級 1 1 100％
６級 5 3 60％
合計 44 17 38.6％

次回、第228回日商珠算（そろばん）検定
試 験 日：６月25日㈰
受付期間：５月８日㈪～５月25日㈭
　　　　　※平日のみ

～宇都宮地方法務局からのお知らせ～

登記申請はオンライン等が便利です！
　会社・法人の登記申請は、オンラインや二次元バーコード付き書面申請をぜひご利用ください。申請
書の作成や処理状況の確認がスムーズに行えます。
　オンラインによる登記申請や二次元バーコード付き書面申請の利用方法など、詳しくは下記のURLを
参照いただくか、宇都宮地方法務局法人登記部門までお問合せください。

　二次元バーコード付き書面申請に関する説明のURL
　　https://houmukyoku.moj.go.jp/homu/page8_000001_00016.html
　登記・供託オンライン申請システムのURL
　　https://www.touki-kyoutaku-online.moj.go.jp/

【問い合わせ先】　宇都宮地方法務局法人登記部門　℡　028-623-0918

～栃木労働局からのお知らせ～
家内労働者へ内職等を委託している事業主は、家内労働法による「委託者」になりますので、「委託状

況届」の提出が必要です。
これは毎年４月１日現在の家内労働者数等の現況について、労働基準監督署を経由して栃木労働局に届け出
るものです。
届出用紙は、最寄りの労働基準監督署、または、栃木労働局ホームページの［各種法令・制度・手続 → 
家内労働関係 → 家内労働委託者のみなさま］からダウンロードできますので、労働基準監督署に４月30日
までに提出してください。
なお、家内労働法にいう「家内労働者」とは、物品の提供を受け、他人を使わず自己ひとり、または同居
の家族だけで物品の製造・加工の従事し、工賃を得ている人をいいます。
したがって、宛名書きのような事務の代行、ホームページの構築などの物の加工を伴わない委託は原則とし
て該当しません。
詳しくは、栃木労働局労働基準部賃金室（電話028-634-9109）または最寄りの労働基準監督署にお問い
合わせください。
栃木労働局のホームページも御活用ください。

◆
金
融
相
談
会

　

日　

時　

４
月
13
日（
木
）

　
　
　
　
　

10
時
～
12
時

　

場　

所　

401
会
議
室

　

相
談
員　

�

日
本
政
策
金
融
公
庫
佐

　
　
　
　
　
野
支
店
国
民
生
活
事
業

※
事
前
予
約
と
な
り
ま
す
。

◆
オ
ン
ラ
イ
ン
相
談

　

日　

時　

９
時
～
17
時

　

相
談
員　

経
営
指
導
員

※�

予
約
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

お
願
い
し
ま
す
。

専
門
家
相
談
会

経
営
指
導
員
相
談
会

企
業
サ
ポ
ー
ト
情
報

【
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　
　
　
　
　
　
　
　

中
小
企
業
相
談
所　

℡
23
‐
３
１
３
１https://bit.ly/3gRXpGd
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青年経営者会NEWS
る・じょーむ

● NO.373  令和５年３月10日発行   ● 編集／青年経営者会

去る２月13日、研修委員会が主管となり
２月例会「知って得するマネーセミナー」を
開催し、会員25名が出席した。お金の運用
の仕方を習得し、資産形成を行っていくこと
で、経営者としての教養を高めていくことを
目的としている。㈱一期コンサルティング 
代表取締役社長 福島正光 氏を講師に招き、
「超低金利」や「公的年金」への不安を抱え
る時代に求められる資産運用の考え方や手法
について紹介され、経営者としての教養のみ
ならず、従業員の資産形成への助言にも活か
せる大変有意義なセミナーとなった。
当会としては、引き続き、経営者としての
教養を高められる事業を実施し、会員の経営
力向上を図ってまいりたい。

研修委員長　冨島　弘光

去る２月17日、日本ＹＥＧが主催する「第42回 全国大会 美の国あきた大会」に、松本会長をはじめ10名
が参加した。
第99回通常会員総会では、令和６年度会長候補者選任（案）、令和５年度事業計画・予算（案）について

協議され、原案の通り承認された。令和５
年度スローガン「Challenge Everything〜持
続可能で心豊かな未来への貢献〜」を胸に、
当会としても何事にも果敢に挑戦していく。

運営専務　堀江　貴浩

２月例会 「知って得するマネーセミナー」を開催２月例会 「知って得するマネーセミナー」を開催

「日本YEG 第42回全国大会 美の国あきた大会」に参加「日本YEG 第42回全国大会 美の国あきた大会」に参加

集合写真

㈱一期コンサルティング
代表取締役社長 福島正光　氏

聴講するYEGメンバー

新春セミナー・懇親会開催

女性経営者会NEWS女性経営者会NEWS

去る２月２日、市内において新春セミナー・懇親会を開催した。
まず、セミナーでは、三井住友海上火災保険㈱の堀馨太氏を講師にお迎えし、「とちぎSDGｓ推進企業登
録制度について」というテーマでご講義いただいた。今後の事業展開を図る上で、SDGｓの重要性と登録方
法までをわかりやすくご説明いただき、参加者は熱心に耳を傾けていた。
その後の懇親会では、はじめに、堀会長より日頃のご支援と新年
交流事業が３年ぶりに開催できたことへの感謝の言葉が述べられ、
続いて大川栃木市長や若菜副会頭より祝辞をいただき、終始和やか
な雰囲気で会員同士の親睦を深めた。
当会は本年８月に創立５周年を迎えることから会員がより一層一
体感をもって事業に取り組んでいく。


